
・分野横断的な博士課程教育プログラムの構築

・専門知と総合知を育成する教育科目・評価手法の開発

研究概要

提供できる技術や応用例

研究分野・キーワード

　大学院課程では、専門性に加え、学際性や課題解決力などの分野横断的能力の育成が

求められており、「博士課程教育リーディングプログラム」等の文理融合教育では異分野

交流やインターンシップ、知識取得等の面で有効性が示されている。

　しかし、分野間の研究の共有・相対化や異分野の教員との交流の機会も限られてお

り、異分野の学びが主専攻研究と十分に融合しているとは言い難い。

大学院教養科目「研究の最前線と知の統合」
多様な知を接続する力や学際的視点の育成

大学院課程における分野横断的な能力の育成
梅田 香穂子、大学教育統括管理運営機構 准教授

概論＋各分野の６回の授業＋総合討論

多様な分野の教員が共通テーマで授業を

行い、教員と学生、あるいは学生間で議論

する双方向・対話型授業

５年度分のシラバス分析：共通テーマの

もとでの異分野の授業が「社会」「研究」

「影響」などの語を介して結びつき、授業

設計の意図を反映した学際的接続がみられ

ることを明らかにした。

学生レポートの分析：複数授業で得た知を

「個人」「環境」「社会」と関連づけ、自ら

の考えを構築する姿勢が確認された。
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